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の
妻
帯
者
で
あ
る
こ
と

(
大
正
十
一
年
二
月
一
日

か
ら
昭
和
七
年
一
月
末
日

ま
で
の
出
生
者
)

ふ
身
体
強
健
で
思
想
堅
固
で

あ
り
在
米
期
間
中
の
激
し

い
農
業
実
習
に
堪
え
得
る

者
で
あ
る
こ
と

三、

募
集
人
員

県
下
一
名
(
全
国
四
六
名
)

四、

募
集
期
間

自
昭
和
三
十
二
年

一
月
十
四
日

至
昭
和
三
十
二
年
一
月
=
十
四
日

な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
市
役

所
農
林
課
へ
問
合
せ
下
さ
い

道
路
に
か
か
る
墓
碑
の

移

転

に

つ

い

て



月 1~ 日 1
物認可) ( 2) 広

『
雪
害
防
止
に
つ

今
冬
は
既
に
二
回
に
亘
る
大

一
雪
注
意
報
の
発
令
を
み
て
お
り

一
富
山
測
候
所
の
観
測
に
よ
れ
ば

一
積
雪
は
平
年
よ
り
や
L

上
回
り

一
断
続
的
降
雪
状
態

は
本
年

一

一
月
中
旬
頃
ま
で
続
く
見
込
み
で

一
あ
る
と
報
じ、

更
に
こ
の
雪
は

一
多
量
の
水
分
を
含
む
重
い
も
の

一
で
こ
れ
に
伴
い
雪
害
発
生
の
お

一
そ
れ
が
多
分
に
あ
る
と
警
告
を

一
発
し
て
い
る
状
況
な
の
で
例
年

一
繰
り
返
し
て
い
る
家
屋
の
倒
壊

一
等
に
よ
る
死
傷
事
故
を
未
然
に

一
防
止
す
る
よ
う
努
め
平
和
郷
魚

一
津
市
た
ら
し
め
た
い
と
思
い
ま

一
す
。

一
一
、
降
積
雪
に
よ
っ
て
ど
の
様

一

r一
な
事
案
が
予
想
さ
れ
る
か
。

切
一

ω家
屋
橋
梁
等
の
倒
壊
事
故

防
一

ω火
災
に
よ
る
事
故

ぺ
一

ω地
す
ベ
り
崖
崩
れ、

雪
崩
れ

日

一

に

よ

る
事
故

月
一

ω列
車
電
車
の
脱
線
転
覆
に
よ

1
一

る
事
故

三

一
切
パ
ス
等
自
転
車
の
転
落
事
故

ι
一
等
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
等
の

包
一

事
態
は
季
節
、

気
温
、
現
場
の

和
一

状
態
、
事
前
現
象
、
等
と
深
い

百
一

関
連
を
有
し
て
お
り
ま
す
の
で

i
一
日
常
細
心
の
注
意
と、

こ
れ
等

一
事
案
に
対
処
す
る
心
構
え
が
必

う
一

要
で
す
。

同
一
二
、
防
止
対
策

汀
一

例
年
魚
津
市
に
お
い
て
最
も
多

存
一
い
雪
害
の
事
例
は
家
屋
の
倒
壊

わしょ

に
よ
る
事
故
で
あ
り
ま
す
。
最

も
私
達
に
と
っ
て
身
近
な
問
題

市津魚

い
て
』

で
も
あ
り
ま
す
の
で
こ
れ
に

つ

い
て

の
対
策
を
考
え
ま
し
ょ
う

先
づ
雪
お
ろ
し
の
励
行
で
す
。

如
何
に
強
い
家
屋
で
あ
れ、

未

だ
大
丈
夫
だ
な
ん
て
思
っ
て
い

る
と
こ
ろ
に
事
故
の
原
因
が
あ

る
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
三

日
四
日
と
降
り
続
き
一
夜
に
し

て
数
尺
も
の
積
雪
を
見
る
こ
と

は
例
年
の
事
例
よ
り
し
て
決
し

て
な
い
と
は
申
さ
れ
ま
せ
ん
。

お
互
に
心
し
て
雪
お
ろ
し
を
励

行
し
事
故
の
防
止
に
当
る
べ
き

で
す
。

三
、
そ
の
他

ω官
公
署
病
院
劇
場
工
場
飲
場

等
多
数
の
人
が
出
入
り
す
る

と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、

普
通

家
屋
以
上
に
防
止
に
対
す
る

関
心
を
深
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
種
建
物
の
倒

壊
に
よ
っ
て
人
命
に
及
ぼ
す

影
響
も
殊
の
外
大
き
く
、
且

つ
叉
社
会
的
批
判
の
的
と
も

な
る
の
で
す
。
心
し
て
そ
の

対
策
を
練
り
腐
朽
箇
所
の
修

理
復
旧
と
併
せ
て
雪
お
ろ
し

の
励
行
に
努
め
て
戴
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ω道
路
の
除
雪
に
つ

い
て

家
屋
の
除
雪
の
み
で
な
く
道

路
の
除
雪
も
亦
事
故
防
止
の

観
点
よ
り
絶
対
に
必
要
な
事

で
あ
り
ま
す
。
労
力
を
お
し

む
事
な
く
、
愛
町
の
精
神
の

下
に
相
協
力
し
て
道
路
の
除

雪
に
努
め
て
戴
き
た
い
の
で

あ
り
ま
す
。
(
魚
津
警
察
署
)

昭
和
三
十
二
年
の
朝
、
ラ

ジ

オ
か
ら
流
れ
る
東
天
紅
の
鳴
き

声
で
目
が
さ
め
た
。
「
あ
ッ
、

そ
う
だ
、
今
年
は
満
二
十
才
、

人
生
の

一
転
換
期
を
迎
え
る
朝

だ。

」
ど
こ
と
な
く
身
の
ひ
き

し
ま
り
を
感
ず
る
。
人
は
古
風

だ
と
云
う
か
も
し
れ
な
い。

神

仏
に
幸
多
か
れ
と
祈
る
。
昨
年

一昨
年
、
農
業
の
な
に
も
の
か
も

知
ら
ぬ
私
が
、
よ
く
も
ま
あ
労

働
に
耐
え
て
き
た
も
の
だ
。
試

作
固
と
の
取
り

組
み
に
よ
っ
て

稲
作
の
つ
ら
さ

む
つ
か
し
さ
が

強
く
刻
み
つ
け

ら
れ
た
は
ず
の

私
が
、

朝
日
に

照
り
輝
く
雪
の

野
面
を
み
る
時

十
五
日
ま
で
に
通
知

要
レ
ン
ト
ゲ
ン
精
密
検
査
者
に

旧
制
五
日
か
ら
二
十
五
日
ま

で
、
市
内
を
巡
回
し
て
行
っ
た

レ
ン

ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
の
受
診

者
約
四
百
名
余
の
検
診
結
果
に

つ
い
て
は
、
精
密
検
査
を
要
す

る
方
々
は
、

一
月
十
五
日
ま
で

に
保
健
婦
か
ら
各
々
個
人
宛
に

お
知
ら
せ
致
し
ま
す
が
、
其
の

他
の
精
密
検
査
を
要
し
な
い
方

に
は
別
に
通
知
を
致
し
ま
せ
ん

か
ら
御
了
知
下
さ
い
。

寄

附

寺
町
区

瓜
生
玄
正

金
三
、

0
0
0円
也

生
活
困
窮
者
に
対
す
る
援
護
金

角
川
区

宮

崎

文
雄

金
二

、

0
0
0円
也

亡
父
の
遺
志
に
よ
る
香
志

心
の
中
か
ら
強
く
強
く
わ
き
あ

が
っ
て
く
る
も
の
が
あ
る
。

そ

れ
は

「
お
前
は
今
後
い
つ
ま
で

も
/
¥
、

農
業
に
生
き
る
ん
だ

」
と
云
う
決
意
で
あ
る
。
農
業

ほ
ど
馬
鹿
ら
し
い
仕
事
は
な
い

と
云
う
か
も
知
れ
な
い
。
だ
が

私
に
は
過
去
二
年
の
尊
い
体
験

に
よ
っ
て
、

恋
人
に
で
も
会
う

ご
と
く
、
心
の
と
き
め
き
を
お

ぼ
え
る
仕
事
と
な
っ
て
し
ま
っ

た。

そ
の
人
そ
の
人
に
よ
っ
て

仕
事
に
魅
力
を
感
じ
な
い
こ
と

は
な
か
ろ
う
と

思
う
が
、
土

を
耕
す
の
に
も
、
深
さ
は
、
砕

き
具
合
は
、
水
加
減
は
・

な
意
味
を
持
っ
て
来
ま
す
。

一

言
で
も
無
責
任
に
は
話
せ
ま
ん

権
利
の
み
を
主
張
す
る
大
人
を

よ
く
見
掛
け
ま
す
が
、
私
は
ど

こ
ど
こ
ま
で
も
右
手
に
権
利、

左
手
に
義
務
を
持
っ
た
成
人
で

と
一
つ

一
つ
考
え
て
み
る
に
こ

れ
ほ
ど
生
き
が
い
を
感
じ
楽
し

み
の
あ
る
仕
事
は
、
他
に
く
ら

べ
も
の
が
な
い
と
思
う
。
と
か

く
現
代
の
青
年
は
他
を
う
ら
や

み
自
分
の
考
え
方
や
信
念
を
も

っ
て
、

生
活
す
る
こ
と
が
少
い

よ
う
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
そ

の
日
そ
の
日
が
過
ぎ
て
行
け
ば

天

神

野

新

関

口

正

ょ
い
と
い
っ

た
、
安
易
な
考
え

方
や
、
他
人
の
仕
事
が
非
常
に

よ
く
み
え
て
、
現
在
の
境
遇
を

不
満
に
思
う
人
が
多
い
よ
う
で

あ
る
。
現
在
の
仕
事
や
生
活
に

あ
き
足
り
ず
、

未
来
に
夢
を
持

つ
こ

と
は
人
間
の
進
歩
の
上
か

ら
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。
然

し
与
え
ら
れ
た
生
活
を
じ
っ
く

て
来
た
私
は
、
成
人
と
し
て
新

し
い
道
を
行
く
に
当
り
、
色
々

考
え
て
見
る
必
要
が
有
り
ま
す

夢
想
的
な
も
の
で
無
く
現
実
感

に
立
脚
し
、

一
目
的
に
向
っ

て

一
歩
一
歩
雪
道
を
踏
み
固
め
な

魚
津
製
作
所
勤
務

土

肥

恵

美

子

軸

-

一

が

ら

着
実
に
歩
み
た
い
と
思
い

あ
り
た
い
と

出
い

す
。

一

多
方
面
に
手
を
の
ば
し
、
そ
一
ま
す
。

自
己
の
力
を
過
信
す
る

し
て
結
局
は
何
ら
実
る
と
こ
ろ
一

事
な
く
、

卑
下
し
な
い
で
目
的

の
無
か
っ
た
日
頃
の
行
動
を
省
一

を
定
め、

苦
難
に
負
け
ぬ
様
に

り
み
て
恥
し
さ
に
顔
の
赤
ら
む
一

頑
張
り
た
い
も
の
で
す
。

の
を
覚
え
ま
す
。
八
方
美
人
的
一
私
の
希
望
は
、
先
づ
働
く
女

存
在
を
活
動
家
と
誤
解
し
過
し
一

性
と
し
て
、

男
性
と
同
等
の
技

志

り
み
つ
め
、
こ
れ
と
取
り
組
み

こ
れ
を
自
分
に
適
し
た
も
の
と

す
る
よ
う
に
努
力
す
る
こ
と
も

大
切
な
こ
と
で
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
様
な
意
味
で
私
に
と
っ

農
業
は、

生
き
が
い
の
あ
る
し

か
も
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
と

し
て
精
進
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ぬ

雪
に
お
L

わ
れ
た
一
見
同
じ
よ

う
な
山
に
も
、
高
い
の
、

低
い

の、

丸
い

の、

そ
し
て
尖
っ
た

の
と
種
々
あ
る
よ
う
に
農
業
す

る
人
に
も
色
々
の
型
や
性
格
が

あ
る
。
し
か
し
、
自
分
は
人
よ

り
づ
ば
ぬ
け
た
存
在
に
な
り
た

い
と
は
恩
わ
な
い
。
た
だ
、
平

凡
な
人
間
と
し
て
生
き
た
い
。

成
人
の
日
を
迎
え
た
喜
び
の

朝
、

「
社
会
人
と
し
て
責
任
あ

る
態
度
を
も
っ
て
、
や
り
が
い

あ
る
農
業
に
努
力
し
た
い
。
」

と
ち
か
つ
て
や
ま
な
い
。

成
人
式
に
優
良
青
年
団

並
び
に
優
良
団
員
表
彰

一
月
十
五
日
の
成
人
の
日
に

地
域
社
会
と
の
融
和
を
図
り
、

新
生
活
運
動
に
協
力
し
た
下
中

島
校
下
青
年
団
と
各
校
下
回
に

於
て
団
活
動
の
推
進
力
と
な
っ

た
団
員
十
一
名
を
表
彰
し
た
0

0
優
良
青
年
団
下
中
島
校
下
背

年
団

(
団
長
野
住
国
夫
)

。
優
良
青
年
団
員

慶

野

綾

子

(
魚
津
)

四
十
崎
慶
之
(
道
下
)

山

本

三

吉

(
下
中
島
)

政
二

孫

芳

(
松
倉
)

伊
東

桂
子

(下
野
方
)

海
野

久
男

(
上
野
方
)

大
久
保
百
合
子

(
天
神
)

国
木

正
雄

(
西
布
施
)

河
口

澄
子

(
上
中
島
)

荒
田

隆
(
加
積
)

越

一
佐
雄

(
片
員
)

十
二
月
二
十
六
日
か
ら

十
二

月
二
十
六
日

(
水
)

定
例
市
議
会
開
催

一
月
一
日
(
火
)

新
年
祝
賀
交
歓
会
を
西
部
中

学
校
に
お
い
て
開
催

全

四
日
(
金
)

信
田
近
畿
笥
山
県
人
会
事
務

消
防
職
員
人
事
異
動

(十
二
月
一
二
十
一

日
付
V

八
十
島

靴

作

雄

能
、
働
き
を
持
ち
、
職
務
を
悔

い
な
く
果
し
た
い

と
い
う
事
で

す
。
そ
れ
が
実
現
さ
れ
ま
し
た

な
ら
ば
、
次
は、

堅
実
な
家
庭

の
主
婦
と
し
て
健
康
で
明
る
い

家
庭
を
形
成
致
し
た
い
考
え
で

す
。
.
あ
ま
り
に
も
平
凡
な
こ
の
考

え
に
、
落
た
ん
な
さ
る
人
も
多

い
事
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
「

平
凡
」
と
い
う
言
葉
の
中
に
真

の
幸
福
が
隠
れ
て
い
る
も
の
と

信
じ
ま
す
。

成
人
の
日
に
当
り
私
の
行
く

道
を
記
し
ま
し
た
。

× 

× 

× 
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十
二

月
定
例
市
議
会
は
旧
側

二
十
六
日
市
役
所
議
場
で
聞
か

れ
、
昭
和
三
十

一
年
度
魚
津
市

歳
入
歳
出
追
加
更
正
予
算
等
左

記
議
案
が
原
案
通
り
議
決
さ
れ

た
。
議
決
案
件

て

議
案
第
九
四
号

昭
和
三
十

一
年
度
魚
津
市
歳

入
歳
出
追
加
更
正
予
算

(
第

五
回
)

一、

議
案
第
九
五
号

昭
和
三
十

一
年
度
魚
津
市
国

民
健
康
保
険
歳
入
歳
出
追
加

予
算
(
第
二
回
)

一、

議
案
第
九
六
号

市
債
借
入
れ
及
び
償
還
方
法

(
失
業
対
策
事
業
費
)

一、

議
案
第
九
七
号

奨
め
ら
れ
る
ま
与

に
家
計
簿

を
買
い
ま
し
た
。

有
効
に
利
用
し
た
い
の

で
、

そ
の
方
法
を
伺
い
た
い
。

。
記
帳
の
味
わ
い
は

つ
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
の
み
判
る
。

っ
け
な
い
先
は
、
家
計
簿
を

つ
け
て
も、

特
別
に
も
う
か
る

わ
け
で
な
い
し
、
帳
面
は
い
る

し、

鉛
鐘
が
い
る
、
ひ
ま
が

つ

ぶ
れ
る
、
事
に
よ
っ

た
ら
お
互
一

の
秘
密
ま
で
あ
ば
き
出
し
て
、

一

平
和
を
乱
す
こ
と
に
な
る
と
心

一

配
さ
れ
ま
し
ょ
う
が
、
家
計
簿

一

を
つ
け
る
大
き
な
ね
ら

い

一

一、

年
の
所
得
を
見
出
す
一

二、

財
産
の
状
況
を
調
べ

る
一

三
、
吾
が
家
の
家
計
状
態
如

一

可

一

こ
う
し
て
入
る
を
計
っ
て
出一

な
る
農
業
所
得
で
す
。

。
家
計
費
は
個
人
の
生
活
で
す

か
ら
、

農
業
所
得
の
減
額
の
対

照
に
な
り
ま
せ
ん
。
何
程
生
活

費
が
か
さ
み
ま
し
ょ
う
と
も
農

業
生
産
費
で
あ
り
ま
せ
ん
。

〈〉
尚
納
税
の
自
治
方
面
に
青
色

申
告
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
斯
う
し
た
家
計
簿
を
つ

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

吾
が
家

の
農
業
所
得
を
明
か
に
し
、
私

の
所
得
税
負
担
額
は
こ
れ
程
で

あ
り
ま
す
と
申
告
す
る
も
の
で

こ
の
制
度
を
準
用
し
ま
す
に
は

四
月
迄
に
予
め
税
務
署

へ
申
告

し
て
お
き
、

年
度
内
二

i
三
回

指
導
を
受
け
る
も
の
で
す
。

こ
れ
が
思
典
は
特
別
に
専
従
者

控
除
と
し
て
、

基
礎
控
除
と
同

額
の
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
ず
か

ら、

奮
っ
て
青
色
申
告
の
手
続

き
を
な
さ
れ
ま
す
様
念
願
し
ま

す。

市
債
の
う
ち
公
募
債
の
借
入

れ
及
び
償
還
方
法

(
小
学
校

増
築
費
)

て

議
案
第
九
八
号

負
担
付
寄
附
金
受
納
の
件

(

松
倉
小
学
校
増
改
築
費
)

一
、
議
案
第
九
九
号

予
算
外
義
務
負
担
を
な
す
の

件
(松
倉
小
学
校
増
改
築
費
)

一、

議
案
第
一

O
O号

予
算
外
義
務
負
担
を
な
す
の

件
(
道
下
地
区
厚
生
施
設
費
)

一、

議
案
第

一
O
一
号

予
算
外
義
務
負
担
を
な
す
の

件

(
日
カ
工
場
軌
道
用
敷
地

貸
付
保
証
費
)

て

議
案
第

一
O
二
号

予
算
外
義
務
負
担
を
な
す
の

件

(
年
末
融
資
補
償
契
約
)

一、

議
案
第

一
O
三
号

魚
津
市
立
松
倉
小
学
校
講
堂

増
築
並
び
に
校
舎
改
造
工
事

請
負
契
約
締
結
に
関
し
同
意

を
得
る
の
件

一、

議
案
第

一
O
四
号

魚
津
市
上
水
道
印
回
配
水
池

築
造
工
事
請
負
契
約
締
結
に

関
し
同
意
を
得
る
の
件

一、

議
案
第

一
O
五
号

魚
津
都
市
計
画
火
災
復
興
土

地
区
画
整
理
事
喋
施
行
規
程

の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
設

定
の
件

一、

議
案
第

一
O
六
号

昭
和
二
十
三
年
六
月
三
十
日

以
前
に
給
付
事
由
が
発
生
し

た
退
職
年
金
等
の
年
額
の
改

定
に
関
す
る
条
例
設
定
の
件

て

議
案
第
一

O
七
号

魚
津
市
職
員
退
職
年
金
等
条

例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

設
定
の
件

一、

議
案
第

一
O
八
号

魚
津
市
職
員
退
職
手
当
支
給

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
設
定
の
件

て

議
柔
第

一
O
九
号

魚
津
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る

条
例
設
定
の
件

て

議
案
第

二

O
号

魚
津
市
税
臨
時
増
徴
条
例
設

定
の
件

て

議
案
第
一

一
一
号

前
市
長
及
び
前
助
役
に
対
す

る
退
職
手
当
の
額
決
定
の
件

一、

議
案
第

一一一一
号

魚
津
市
税
条
例
の

一
部
を
改

正
す
る
条
例
設
定
の
件

一、

議
案
第

一一

一一一
号

魚
津
市
税
条
例
臨
時
特
例
に

関
す
る
条
例
設
定
の
件

一、

報
告
第
二
九
号

一
時
借
入
れ
金
変
更
の
件
専

決
報
告

一、

報
告
第
三

O
号

市
債
借
入
れ
及
び
償
還
方
法

専
決
報
告

(
漁
港
新
築
工
事

費
)

一、

報
告
第
三

一
号

市
債
借
入
れ
及
び
償
還
方
法

専
決
報
告

(
簡
易
水
道
新
設

事
業
費
)

一、

報
告
第
三
二
号

市
債
借
入
れ
及
び
償
還
方
法

専
決
報
告

(
小
学
校
増
改
築

一
月
十
固
ま
で

局
総
務
部
長
が
義
援
金
容
贈

の
た
め
来
市

全

六

日
(
日
〉

消
防
出
初
式

全

十
日

(
木
〉

片
貝
奥
地
開
発
準
備
会
開
催

消
防
司
令
長
に
任
命
す
る

消
防
署
長
を
命
ず
る

消
防
長
代
理
を
命
ず
る

消
防
司
令
長

谷

幸

消
防
署
長
心
得
を
免
ず
る

消
防
本
部
総
務
係
長
を
命
ず
る

「訂
正
」

一
月

一
日
号
掲
載

の
長
谷
幸
信
は
、
魚
津
市
消
防

署
長
心
得
の
誤
り
に
付
訂
正
し

ま
す
。

信

今月の納税

;市民税第四期分i
納期 1月31目 、

事
業
費
)

て

報
告
第
三
三
号

昭
和
三
十
一

年
度
魚
津
市
歳

入
歳
出
追
加
予
算
(
第
四
回
)

専
決
報
告

て

認
定
第
五
号

昭
和
三
十
年
度
魚
津
市
歳
入

歳
出
決
算
認
定
の
件

一、

認
定
第
六
号

昭
和
三
十
年
度
魚
津
市
国
民

健
康
保
険
歳
入
歳
出
決
算
認

定
の
件

一、

認
定
第
七
号

昭
和
三
十
年
度
魚
津
市
国
民

健
康
保
険
直
営
診
療
施
設
勘

定
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
件

て

認
定
第
八
号

昭
和
三
十
年
度
魚
津
市
牧
野

費
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
件


